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1．失業率は前月から 0.1 ポイント低下の 4.0％ 

総務省が 10 月 29 日に公表した労働力調査によると、13 年 9 月の完全失業率は前月から 0.1 ポイ

ント低下し 4.0％となった（QUICK 集計・事前予想：4.0％、当社予想も 4.0％）。 

労働力人口が前月から 11 万人の増加となる中、就業者数が 19 万人増とそれを上回る増加となっ

たため、失業者数は前月に比べ 9万人の減少となった。 

8 月の失業率は前月から 0.3 ポイントの大幅上昇となったが、景気回復に伴い労働市場へ参入し

た人が大幅に増えたことが失業者増加の

一因であった。9 月は労働市場への参入が

さらに拡大する中で、就業者数が増加、失

業者数が減少しており、雇用情勢の改善基

調が維持されていることを改めて示す結

果となった。ただし、労働需給をより敏感

に反映する雇用者数は前月に比べ 15 万人

の減少となっており、今月は自営業主・家

族従業者の増加が就業者の増加をもたら

す形となった。 

 

雇用者数の内訳を産業別に見ると、鉱

工業生産の持ち直しを受けて、製造業が

前年比 4 万人増（8月：同 1万人増）と 3

ヵ月連続で増加した。 

その他の産業では、個人消費の堅調を

反映し、卸売・小売業（8 月：前年比 4

万人増→9 月：同 18 万人増）、宿泊・飲

食サービス業（8 月：前年比 6万人増→9

月：同 18 万人増）の増加幅が大きく拡大

したが、公共投資、住宅投資の大幅増加

が続いているにもかかわらず、建設業が
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前年比▲3 万人減（8 月：▲21 万人減）と 5 ヵ月連続で減少した。建設業の求人数が大幅な増加を

続ける一方、建設業の労働者が不足しているという労働需給のミスマッチが大きく影響している可

能性が高い。 

 

２．製造業の新規求人数が大幅増加 

厚生労働省が 10 月 29 日に公表した一般職業紹介状況によると、13 年 9 月の有効求人倍率は前月

と同水準の 0.95 倍となった(QUICK 集計・事前予想：0.96 倍、当社予想は 0.95 倍)。有効求人数は

前月比 1.0％と 12 ヵ月連続で増加したが、有効求職者数が前月比 0.4％と 4ヵ月ぶりに増加したた

め、有効求人倍率は 7ヵ月ぶりに前月比横ばいにとどまった。ただし、有効求人倍率の先行指標で

ある新規求人倍率は前月から 0.03 ポイント上昇の 1.50 倍と 07 年 8 月（1.51 倍）以来の高水準と

なっており、労働需給は改善傾向が続いていると判断される。 

新規求人数を産業別に見ると、製造業の伸びが 8月の前年比 5.4％から同 16.8％へと大きく加速

し、新規求人数全体の伸び（前年比 9.2％）を大きく上回った。雇用情勢全体が全体として改善の

動きを続ける中、出遅れが目立っていた製造業だが、新規求人数が 6 月以降、雇用者数が 7 月以降

増加を続けており、ここにきて製造業の回復基調が鮮明となってきた。 
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